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置

設
置

設
置

設
置
な
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な
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な
ど

な
ど
    

    

◇
実

施
日

；
２

０
１

６
年

０
９

月
１

０
日

(
土

)
～

１
１

日
（

日
）

 
快

晴
 

◇
参

加
者

；
青

木
宏

充
１

０
～

１
１

日
(
一

泊
二

日
)
 

梶
野

照
雄

、
榊

本
真

仁
(
１

０
日

日
帰

り
)
。

 
 

 
 

３
名

。
 

 
 
 

 
９

月
１

０
日

か
ら

登
山

口
へ

の
林

道
が

工
事

の
た

め
時

間
制

限
通

行
止

め
 

に
な

る
こ

と
が

判
り

、
急

遽
出

発
を

早
め

て
、

５
時

２
０

分
に

家
を

出
た

。

旭
橋

を
渡

り
、

奥
吉

野
発

電
所

へ
と

右
折

し
た

と
こ

ろ
に

工
事

案
内

の
看

板

が
あ

っ
た

が
、「

本
日

解
除

」
の

シ
ー

ル
が

貼
っ

て
あ

っ
た

。
急

い
で

来
な

く

て
も

よ
か

っ
た

よ
う

だ
。
 

８
時

１
０

分
に

登
山

口
到

着
。

駐
車

車
両

１
５

台
で

、
ほ

ぼ
満

車
状

態
。

着
替

え
て

荷
物

の
準

備
を

し
て

い
る

と
青

木
車

が
到

着
、

８
時

３
５

分
に

登

り
始

め
た

。
 

 
 

 
 

 

本
日

は
規

制
な

し
 

 
 

 
 

 
青

木
車

到
着

 
 

 
 

 
 

 
今

日
の

荷
物
 

 
 

 
 

 

深
仙

宿
到

着
 

 
 

 
 

タ
イ

マ
ー

取
り

付
け

 
 

 
 

 
切

れ
た

L
E
D
 

 深
仙

宿
に

到
着

後
、

青
木

さ
ん

は
ヘ

ッ
ジ

ト
リ

マ
ー

を
持

っ
て

釈
迦

ヶ
岳

南
面

の
奥

駈
道

の
笹

刈
に

向
か

っ
た

。
 

私
は

タ
イ

マ
ー

の
取

付
け

に
掛

か
る

。
タ

イ
マ

ー
は

行
仙

小
屋

の
ト

イ
レ

照
明

に
取

付
け

た
も

の
と

同
じ

で
、

８
秒

・
１

６
・

３
２

～
８

１
９

２
秒

の

時
間

が
選

択
で

き
る

。
深

仙
小

屋
は

８
１

９
２

秒
（

お
よ

そ
１

３
６

分
）

を

設
定

し
た

。
過

酷
な

使
用

環
境

な
の

で
耐

久
性

は
未

知
数

だ
が

、
今

後
の

レ

ポ
ー

ト
に

注
視

し
た

い
。
 

８
月

に
逆

峯
奥

駈
を

し
た

青
木

、
鈴

木
、

栗
原

の
３

氏
か

ら
深

仙
小

屋
の

L
E
D

の
状

態
を

聞
い

て
、

交
換

用
に

２
個

の
L
E
D

を
持

っ
て

来
た

が
、

５

灯
の

う
ち

１
灯

し
か

点
灯

し
て

い
な

か
っ

た
。
 

電
圧

を
測

っ
て

み
る

と
、

点
灯

し
て

い
な

い
４

個
の

L
E
D

に
は

1
3
.8
V

が
か

か
っ

て
い

た
。

電
流

制
限

抵
抗

の
取

付
け

位
置

を
間

違
え

て
い

た
よ

う

で
、
定

格
の

1
2
V
以

上
の

電
圧

が
長

時
間

印
加

さ
れ

て
切

れ
て

し
ま

っ
て

い

た
。
今

回
は

1
2
V
の

定
電

圧
回

路
も

追
加

し
た

の
で

、
今

後
は

電
圧

の
上

昇

に
よ

る
L
E
D

の
破

損
は

無
く

な
る

と
思

う
。
 

交
換

で
き

な
か

っ
た

２
個

の
L
E
D

は
、

接
続

を
切

り
離

し
て

「
交

換
予

定
」

と
書

い
た

紙
を

貼
っ

て
お

い
た

。
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深
仙

宿
小

屋
に

ト
イ

レ
は

無
い

。
用

を
足

す
の

は
屋

外
で

、
と

な
る

の
で

、

穴
掘

り
用

に
ス

コ
ッ
プ

を
用
意

し
た

。
同

時
に

、
小

屋
前

に
残

さ
れ

て
い

た

バ
チ
ヅ

ル
の
頭

に
付

け
る
柄

も
用
意

し
て

外
壁

に
設

置
し

た
。
 

 
 

 
 

 

柄
を

付
け

る
 

 
 

 
 

 
外

壁
に

設
置

 
 

 
 

 
 

 
榊

本
さ

ん
と
 

 
 

 
 

 
 
    

作
業

を
終

え
て
脚
立

を
灌
頂
堂

に
戻

し
に

行
く

と
、

お
堂
前

で
休

ん
で

い

た
男

性
か

ら
「

梶
野

さ
ん

」
と
声

を
か

け
ら

れ
た

。
榊

本
さ

ん
だ

っ
た

。
 

少
し

早
い

が
、
伊
富
喜

行
者

の
慰
霊

に
来

ら
れ

た
そ

う
だ

。
月
末

は
運
動

会
な
ど

の
行

事
で

時
間

が
取

れ
な

く
て

、
晴

れ
が
確

実
な

本
日

登
っ

て
き

た
、

と
話

さ
れ

た
。

釈
迦

ヶ
岳

か
ら
下

っ
て

く
る
途
中

で
笹

刈
中

の
青

木
さ

ん
に

も
会

っ
た

そ
う

だ
。

お
堂

の
前

に
腰

を
下

ろ
し

１
５

分
程
話

し
を

し
た

。
 

１
４

時
１

５
分

、
榊

本
さ

ん
は
伊
富
喜

行
者

の
慰
霊
碑

へ
向

か
わ

れ
た

。
 

 工
具

を
片

付
け

、
小

屋
内

を
掃

除
し

て
香
精
水

の
確
認

に
行

く
。

 

香
精
水

は
ポ

タ
ポ

タ
で

は
な

く
、

流
れ
落

ち
て

い
た

。
給
水

に
は

充
分

な

水
量

だ
っ

た
。

 

青
木

さ
ん

は
ま

だ
戻

っ
て

こ
な

い
の

で
、

書
置

き
を

し
て

小
屋

を
後

に
す

る
。

 

千
丈
平

へ
上

る
途
中

で
、
横

た
わ

る
直
径

２
５
㎝
程

の
倒

木
を

４
０

分
か

け
て

切
っ

て
み

た
が

、
重

く
て

一
人

で
は
動

か
せ
ず
諦

め
た

。
 

朝
、

登
り

始
め

る
頃

は
気
温

も
低

く
快
適

だ
っ

た
が

、
日

が
登

る
に
つ

れ

て
気
温

も
上

昇
。
汗
ビ

ッ
シ
ョ

リ
に

な
り
千
丈
平

に
着

く
。
千
丈
平

に
は
テ

ン
泊

者
が

一
名

、
上
方

か
ら

鈴
の
音

が
聞

こ
え

て
、

ま
だ
下

山
中

の
登

山
者

も
い

る
。

 

古
田

の
森

、
不
動

木
屋

登
山

口
分
岐

で
休
憩

し
て

、
１
７

時
５

０
分

、
何

と
か

明
る

い
う

ち
に
下

山
で

き
た

。
駐

車
車

両
は

３
台

だ
け

に
な

っ
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 

香
精

水
は

よ
く

出
て

い
た

 
 

 
動

か
せ

な
か

っ
た

 
 

 
 

 
 

無
事

下
山

 

    行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

8
:
1
0
太
尾

登
山

口
8
:
3
5
→
1
1
:
1
0
深

仙
小

屋
1
4：
4
5
→
1
6：
1
0
千
丈
平
→
1
7
：

5
0
太
尾

登
山

口
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
( 記

；
梶

野
) 

  
青

木
氏

は
、
昼
食

を
終

え
、
１

１
時

３
０

分
 
バ

リ
カ
ン

と
バ

ッ
テ

リ
ー

５

個
と
水
筒

を
持

っ
て

釈
迦

ヶ
岳

南
面

の
奥

駈
道

へ
出

発
。
ガ

レ
場

の
急

な
登

り
１

０
分

過
ぎ

た
あ

た
り

か
ら

笹
の
密
集

が
。
 
千
丈
平

分
岐

ま
で

、
ず

っ
ー

と
続

く
。
１

５
時

３
０

分
に

分
岐

へ
到

着
し

笹
刈

り
完
了

。
 
深

仙
宿

小
屋

に

１
６

時
過
ぎ

に
戻

る
。
 
１

６
時

３
０

分
ご

ろ
テ
ン

ト
泊

１
人

追
加

。
 

室
温

２
０
℃

。
 
２

０
時
就
寝

。
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９９ ９９
月月 月月
１
１

１
１

１
１

１
１
日日 日日
( 日日 日日

) 

５
時

３
０

分
起
床

。
室
温

１
２
℃

。
食

事
を

し
て
 
７

時
太
古
ノ
辻

に
向

け
て

バ
ッ
テ

リ
ー

２
個

を
持

ち
出

発
。
 
８

時
３

０
分
太
古
ノ
辻

着
。
途
中

の
邪
魔

な
張

り
枝

も
伐
採

。
 

９
時

１
０

分
深

仙
宿

小
屋

に
戻

る
。
 
休
憩

後
下

山
。
途
中

、
古
田

の
森

の
標

識
の

位
置

を
変

え
る

。
１

２
時

駐
車
場

着
。
 

 
 

 
 

笹
刈

り
前

 
 

 
 

 
 

 
笹

刈
り

後
 

 
 

 
 

 
 

 
太

古
ノ

辻
迄

完
了
 

 ３
週
連

続
の

釈
迦

ヶ
岳
界
隈

の
笹

刈
り

。
 
太
古
ノ
辻

～
釈

迦
ヶ

岳
～

旭
駐

車
場

（
捲

き
道

が
一
部
残

っ
て

る
）

の
笹

刈
り

は
終
了

。
 

 
１

８
、

１
９

日
は

、
両
部

分
け

～
楊
枝

ヶ
宿

の
笹

刈
り

予
定

。
 

あ
と

、
太
古
ノ
辻

～
天
狗

岳
も

か
な

り
酷

い
の

で
、

時
期

を
見

て
笹

刈
り

に

行
く

予
定

で
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

 
青

木
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

    

 
 

 
 

 
 

 


